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第１６回徳島県規制改革会議 概要

日時：令和３年８月１０日(火)１３：３０～１５：３０

場所：徳島県庁１１階 講堂

内容：「第６次提言に向けた意見交換」

座 長 ： ６次提言に関しましては、新しい働き方など、４つの重点テー

マを設定するということで、皆様のご了解をいただいたところ

です。今後、このテーマを掘り下げていくということになりま

すが、大きな項目になりますので、いきなりこれを議論しろと

いっても難しいということで、事務局に、こういう項目であれ

ば具体的に、どのようなテーマ、事項が考えられるのかという

ことの検討をお願いしておりました。それが皆様方お手元に資

料１となります。これにつきまして、まずは事務局から簡潔に

ご説明いただければと思います。これを参考にしつつ、さらに

議論を深めていただければと思いますのでよろしくお願いしま

す。

事 務 局 ： 資料１について説明

座 長 ： ありがとうございました。これは、あくまでも、私の方から事

務局に提言項目の候補として、リストアップして下さいとお願

いした項目ですので、今後、議論する過程において必要なもの

は、さらに加えたり、また、これは今の時点では必要ないとい

うようなことは削除していきたいと考えております。このよう

な進め方でよろしいでしょうか。

本日は、資料１の中の大きな項目としては、「ポストコロナ禍を

踏まえた新しい働き方の推進」ということで、「ワーケーション

の推進」ということと、「GX(グリーントランスフォーメーショ
ン)によるグリーン社会の実現」の中の、「循環型資源における

木材利用の推進」、「再生可能エネルギーの利活用」、このことに

ついて、今日は専門家の方々も参加していただいておりますの

で、お話を聞きつつ議論を深めていきたいと考えております。

流れとしてはそういうことでございますが、その前に、前回、

「WITH・コロナ事前避難促進事業補助金」の要件が厳しすぎる
のではないかというようなご指摘も受けました。このことにつ

きまして、今の現状を、利活用の状況等も含めてお話をいただ
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ければと思います。それでは、担当課の方からよろしくお願い

します。

担 当 課 ： 「WITH・コロナ事前避難促進事業」の事業の背景について、説
明させていただきます。新型コロナウイルス感染症の収束が見

通せない中、避難所での３密回避をはじめ、感染症対策に万全

を期すことを重要と考えております。そこで県では市町村と連

携しまして指定避難所に加え、可能な限りの避難所（サブ避難

所）の確保や、避難所でのスペースの確保、必要な物資、資機

材の確保などに取り組んでいるところですが、避難所以外の避

難として自宅での安全確保が可能な場合、例えば浸水の被害の

想定が浅い場合は自宅２階への避難などが含まれますが、そう

いう在宅避難や安全な地域であれば親戚や知人宅への避難、ま

たホテル、旅館の活用などの分散避難を県民の皆さんに呼びか

けているところです。このたびの「WITH・コロナ事前避難促進
事業」につきましては、今年の出水期を対象に、一般の方より

避難が難しい、特に配慮が必要な方、いわゆる要配慮者の方が、

事前避難としてホテル、旅館を利用する際に、宿泊費の一部を

助成するものでして、要配慮者の方は避難に時間を要する上、

一般の避難所に行きづらいということもありまして、市町村か

ら警戒レベル３、高齢者等避難の情報が発令され、風水害が発

生する前の早い段階で避難する事前避難を促すために、少しで

も安全の確保につながる対策として設けた制度でございます。

市町村に申請してもらう内容にはなるのですが、現時点で実績

というのは確認しておりません。以上です。

座 長 ： 市町村を通じて、そういう方々を避難所に引き受けていく、そ

れを応援すると。ご指摘したのは「条件が厳しすぎるのではな

いか、使えないのではないか、要配慮者を引き受けると大変な

事態になるんだよね」と。残念ながら実績がないということは

ご指摘のとおりかもしれません。少しフォローしていただけれ

ばありがたいのですが。

委 員 ： ありがとうございます。説明のとおり、そうかなということは

分かっておりまして、阿南地区でも実績はなかったと思います。

なぜないのかというと、県民、市民の皆様に向けてしっかりと
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した利活用の手法であったり，もう少しそのへんを緩くしてほ

しいのが１点と、さきほど議題のほうでも出していただいた受

け入れの視点ですね、要配慮者等でやはり、もう少し一般の方

々に対しても手を挙げたらみんなが対象になるのでは趣旨が変

わってきてしまうのですが、その辺のデータを、もし利用があ

れば、次につなげてほしいなというのが本音でございます。と

りあえず、データがないので、今、議論しても今年度の分は変

わらないということは理解しておりますので、次年度に向けて

少しでも利用の促進であったり、また要配慮者に対しての視点

をご検討いただいて次年度につなげてほしいなと考えておりま

す。以上です。

座 長 ： ありがとうございました。ただ、制度があるけど利用がないと

いうことは、制度自体に欠陥があると思わざるを得ないという

のがやはりあるわけでありますので、そこがどこにあるのかと

いうことをしっかりとご議論いただいて、よりよい方向に向け

て改善をしていただければありがたいなと考えております。い

ずれにせよ、形を変えてコロナ禍というのは、簡単に収まらな

いというのはありますし、災害はいつ来るか分からない、そう

いう状況の中で委員がご指摘しているのもごもっともだと思い

ますので、是非、県民目線でよりよい形に改善していただけれ

ばありがたいなと考えております。

この点は以上ということで次に進めさせていただきます。

次に本来の議論でございますが、新しい働き方ということで、

ワーケーションの推進における障壁、規制ということでござい

ます。ワーケーションというのは、言われて久しいものでござ

いますけれども、なかなか日本においては、定着されていると

は言いづらいという状況でございます。どのような障壁、規制

があり、どのような形でそれを改革していくかという視点で参

考人の方からお話をいただければ幸いでございます。参考人の

お二人からお話をいただけることとなっております。時間の関

係上、一人７分以内でお話いただけると幸いでございます。そ

れでは、お願いします。

参 考 人 ： 本日は、よろしくお願いします。ワーケーションの現状の取組

を紹介しつつ、本日の議題である規制や障壁といったお話をさ
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せていただければと思います。今、我々がやっているワーケー

ションの取組は、いわゆるホテルでリフレッシュしてというパ

ターンとまさに一緒に取り組みさせていただいている、地域の

魅力を発見しながら働こうという２軸でやらせていただいてお

ります。特に地域の魅力を発掘しながらという点でいうと、ま

さにこういうページを作って、どうしても都市部で PR していく
のはコロナ禍でなかなか難しいところあるんですけれども、今、

ワーケーションということで、普通に場所を変えて働けるとい

うことだけではなくて、こういうつながり体験ということで藍

染め体験だったりお遍路体験を入れながらモデルプランという

のをお示しして、あとはお客様が自由に行程を決めてやってく

ださいねというようなことを展開しております。同じく、参考

にまでなのですが、徳島以外にも能登であったり庄内でもやら

せていただいております。元々、私たちがやっていく方向性の

中に、２つ軸がありまして、１つは法人企業へのアプローチ、

もう一つは個人へのアプローチということです。個人のアプロ

ーチの方は、個人が自分でお金を出して個人の意思で自由に行

くということなので、そこに関しては個人が行きやすい特典と

は何なのかいうことで、リフレッシュだったり、子供の教育に

つながるようなことだったりを入れてやっていく、また法人の

方は、結構我々としても力を入れてやっていかなければならな

いのですが、地域の人や他業種との繋がりであったり、スキル

アップに繋がる経験だったり、また都市部では浮かばなかった

りするアイデアが浮かんだりみたいなことが、例えば現地の方

とのフィールドワークであったり、ワークショップであったり

とか地場企業との交流会等を組み入れることによって実現する

と思っているので力を入れていこうと思っています。ここから

は規制とか、どう促進しようか、また障壁のお話をしようと思

うのですけど、まずワーケーションに対する考え方を大前提に

整理したほうがよいかなと思いまして、ここにも記載している

のですが、ワーケーションというのは旅行ではなくて、自分自

身の働き方やライフスタイルそのものですので、ワーケーショ

ンのプランとかを作るときに観光みたいな要素をたくさん入れ

てもマッチしない、あとは人それぞれであること。体験したい

という人もいれば仕事をたくさんしたいという人もいるという

ことで人それぞれなので、こちらの方から、こういうのでやっ
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て下さいというのを提示しても、なかなか人それぞれなのでマ

ッチしない。また最後に１つだけ、これ重要なのですが、今、

ワーケーション盛り上がってきて、何でもかんでもワーケーシ

ョンだとなっているのですが、ただ、したくない人もいるとい

うことですね。家でテレワークしたいという人もいれば、会社

でやっぱりしたいんだという人のいるということです。なぜな

らば、これは「働き方や生き方」そのものですので、自分で決

める必要がある。まず、その意識を大前提にもたないと、全然

やりたくない人を無理矢理ワーケーションに連れて行っても、

それは失敗になるし、その人の生き方や働き方にマッチしない

ということになるので、まずその心の障壁はあるということを

理解していただければと思います。次に７ページ目ですが、意

識や規制についての見解ということで、これは昨年度に、ANA
マイレージ会員にアンケートを取らせてもらいました結果で、

「ワーケーションを実施するにあたり心配や不安に思うことは

何ですか」と設問では、「帰らざるを得ない可能性がある」とい

うのが５１％。今、都市部の企業というのは、どうしても何か

問題があった時に、すぐに職場に戻れるようにという範囲内で

テレワークをしてくださいというのが、大体多いパターンです。

なので、何か起こった時、例えば徳島の神山町や上勝町に滞在

している時も２時間とか３時間以内で東京に帰ってこなければ

いけないという事象が起こりうる。これは、どうしても難しい、

本質的な解決が見当たらないので、抜本的に何か考慮できる方

法はないのかなと思います。ただ１つ、これは規制緩和とかに

はならなかもしれませんが、強いて考えるならば、例えば神山

か上勝にいるときに都市部になかなか帰る手段がない、これは

緊急時にすぐ帰れる手段というのをお示ししていかなければな

らないと思います。こういうのがないと安心してワーケーショ

ンできないというのはあると思います。もう１つは、仕事の安

全性、快適性ですね。これは、いかに安全性、快適性を PR でき
るかというのがワーケーションで大事だと思うのですが、これ

は企業に対して PR するのではないですね、かといってワーケー
ションされている人達が、会社に損害を与えちゃいけないとい

う気持ちでワーケーションされているので、個人の人達が、こ

こでワーケーションしても大丈夫だ、自分の仕事が会社に迷惑

なることはないということが分かることが重要なので、ここを
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どうアピールできるかということが障壁を解決することにつな

がるかなと思います。あと「ワーケーションしにくい障害や課

題、したくない理由はなんですか」ということなんですが、１

つは「会社制度がない」と、これは観光庁もガイドラインを出

しているのですが、結局、会社制度を作るのは難しいというの

が見解です。なぜならば、企業によって違うのですけど、我々

は企業にお願いできる話でもない。一方で、制度がなくても個

人で自由にやって下さいという企業は多いということです。こ

れは個人の裁量で、ジョブ型社員も増えている中でいうと、ミ

ッションさえ達成してくれれば、別に企業にとってはワーケー

ションしてもらってもテレワークしてもらってもいいという企

業は多い。ですので、あまり会社の制度を作るということを頑

張っても、それは我々にはコントロールできないので、基本的

に自由にできるという考え方をした方がいい。その上に、先ほ

ど言いましたように、働き方を決めるのは個人ですので、やは

り個人にとってすぐに帰れる交通手段であったり、いかに安全

性であったり快適性をアピールできるかというのが非常に重要

である。どちらかといえば、制度・規制の緩和というよりは、

心の障壁や不安の障壁をどう取り除くのかが重要で、なかなか

企業の制度を整えるというは難しいかなというところです。企

業を動かす場合は、１つ、制度ではなくで、仕組み、研修とか、

これだったら行かせられるというのが重要であるということで

す。自由にワーケーションして下さいというのではなく、研修

をする。ここに滞在費用がかかるとも記載がありますが、要す

るに一般のアンケートを取ると、会社制度がないからできない

というのではなくて、会社として資金的な支援がないから、ワ

ーケーションできないよということだと解釈しています。これ

が企業の研修だと、企業が都市部で研修やるのではなくて、今

回は徳島に行って、研修をやってこい。それで例えば自然に触

れたり、地域に貢献することで自分の自己啓発をしてきなさい

ということを、そこに資金的援助もあると、それは研修に近い

ワーケーションということで、会社の制度に乗っかってできる

ことなので、例えば、都市部で行われている「講師付き集合型

研修」を、企業型共創ワーケーションということで、徳島に来

て研修をやってみませんかとリプレイスさせるというのは規制

緩和というよりは、ちゃんと誘致できる方法なのではないかな
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と思います。どうしても制度がないからできないというよりは、

資金的に支援してくれる仕組みがないからできないということ

は非常に重要であるということで、そこをどう解消してくか。

そこを企業の研修という枠組みですることで解消できると思う

ので、PR の仕方といったことは非常に重要になってくるのかな
と思います。あと参考資料として、今、東京都の転入超過数、

コロナもあって、東京都に転入する人の割合が減っていて、東

京都から出て行く人が多いというのが８ページで、９ページは、

今、地方への移住の関心については、２０代の２２．１％が地

方移住に関心を持っているということなので、これがコロナに

よって非常に大きくなってきているので、今、なかなか移動が

できない時期ではあるのですが、ここでちょっと種まきをして

おくのが大切かなと思うところであります。私からは以上です。

参 考 人 ： ANA のワーケーションということで、徳島のサイトを作らさせ
ていただいているという説明がありましたが、もう一つですね、

「新しい働き方を徳島で」というサイトも作らさせていただい

ておりまして、徳島ならではワーケーションの魅力の発信をさ

せていただいております。それを踏まえてお手元の資料を見て

いただければと思うのですけれども、「阿波とくしま」ならでは

の「アワーケーション」、「アワーケーション共創プログラム」

のご提案ということで、先ほどありました、ワーケーションを

推進していく中の課題の中で企業様へのアプローチとして「地

域課題解決型プログラム」をご提案させていただく中で、徳島

にワーケーションに来ていただこうという事業を、このたび徳

島県から委託を受けて進めさせていただいております。アワー

ケーション共創プログラムということで、県南部、県西部、県

東部の中で１０コースプログラムを作らさせていただいており

ます。これは企業様にご提案をさせていただいております。開

催の日程については２泊３日という形で、首都圏、関西、いろ

んなところの企業様をお呼びさせていただこうと考えておりま

す。ただ来ていただいて、ワーケーションしてもらってコワー

キングスペースがあるよという、そういうご紹介以上に、ここ

に来ていただいて共創プログラムをもとに、地域の課題解決で

あったり、地域の方達との交流を踏まえて、イノベーションに

繋がるようなワーケーションの取組をというふうに思っていた
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だければと思います。各プログラムの詳細については、こちら

に添付させていただいているとおりです。これは、こういうプ

ログラムで来て下さいというのみならず、たたき台にさせてい

ただきながら企業様の色々なお話をお伺いし、私どもでコーデ

ィネートさせていただきながら、企業様のご意向に寄り添った

形で今年度、徳島県でのワーケーション事業を進めさせていた

だこうとしております。私からは以上でございます。

座 長 ： ありがとうございました。徳島県だけではなくて、全国的にも

ワーケーションというのは展開をしていこうということでござ

いますので、只今、ご説明あったことを参考にしながら何かご

意見ありましたら、お願いします。

委 員 ： 今の申し込みはどれくらいあるか教えていただけますか。

参 考 人 ： こちらのプログラムをもとに８月になりましてから、各企業様

に、それぞれアプローチをさせていただくという予定を組んで

おりましたが、今、アプローチをするには少しタイミングが悪

く、緊急事態宣言が、まだ解除になっていないということ、日

に日に感染者数が増えていることを踏まえまして、もう少し後

ろ倒しでスタートさせていただこうと思っております。８月の

いずれかのタイミングでスタートさせていただこうと思ってお

りますので、今、現在、何社、何名の申し込みをいただいてい

るというところには至っておりません。

座 長 ： 私からも質問なのですが、参加される人は東京圏の人が中心に

なるのですか。

参 考 人 ： いろんな形でご提案させていただこうと思いますので、首都圏

のみならず、色々な地域の企業様にお声がけさせていただこう

と思います。

座 長 ： ワーケーションに関しては、まだまだ理解が進んでいないので

すが、参加する人だけではなくて参加する社員の会社の経営層

の理解と、受け入れ側の地元の理解が必要ということ、まさに

３者がそれぞれ、「これいいですね」と言わないと、なかなか進

まないですけれども、今、コロナの関係で、参加する社員に、
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ワクチン接種を前提にする。PCR を直近に受けてもらうという
ことが地元の感覚として求められてくるじゃないかと思います。

参 考 人 ： もちろん、このプログラムにおいては、企業様、社員の皆様、

地域の皆様にとってより良いワーケーションプログラムになる

ようにということを踏まえてプログラムさせていただいている

というところと、もちろんコロナの感染対策ということは万全

を期してということにも注力させていただいておりまして、ワ

クチン接種していただいた方には証明書を見せていただくこと、

プラス来ていただく方には、全員、こちらから PCR 検査キット
を送らさせていただいて、必ず陰性証明書を持ってきてもらう

という対策をしていくことになっております。

座 長 ： まさに両者にとって安全、安心な関係性を作っていくと。大き

く言うと関係人口の一つの取組となると思いますね。一過性の

観光客というのではなくて、地域の課題の解決にもつながって

いけたらというところではないでしょうか。この件について、

他にございませんでしょうか。

委 員 ： アワーケーションの共創プログラムを拝見すると、いろんなテ

ーマを設定されて、そのテーマの研修をしながら、企業さんに

来ていただくと、そういうイメージで、徳島の場合はこれから

ということでしたが、他の県で、こういったふうにテーマを決

めて研修をしに、企業の方々が行くというのは、すでに ANA さ
んでやっていらっしゃるか分からないのですが、もしすでにや

っていたら、こういう取組というのは企業さんにとって割と関

心が高いのかどうか、その辺を、もし実績があれば教えていた

だければと思います。

参 考 人 ： ANA あきんどとして、今、全国で地域創生事業として、３３拠
点ある中で、色々、こういった県からワーケーション事業を委

託を受けてやらせていただいておりますところがございますが、

このようにきちんと共創プログラム、テーマを設けてワーケー

ションの誘致ということでしているものは、まだ他にはないの

ではないかと思っております。中には長い 1 週間とかの滞在の
中で、言葉のとおりワークをしながらバケーション、余暇を楽

しんで下さいといった部分で、無償でモニタープランとして、
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来てほしいといった実証事業としては、色々と進んでいると思

いますが、私が把握している中では、こういった１歩、２歩踏

みこんでさせていただくワーケーションというのは、他の県で

は、まだかなという認識ではありますが、どうでしょうか。

参 考 人 ： 今、申し上げたとおりで、ワーケーションは私も３年くらい前

から観光庁、地域の方々と取り組みをやってきたのですが、個

人でやるワーケーションは、割と勝手に進んでいて、企業の方

のワーケーションは、本当に１年くらい前から、今の研修に近

い形で、やるような道筋だと思って、いろいろな地域と連携し

てやろうと思っているのですが、要するにコロナの影響で、そ

こは何１つ進んでいないというのが現状です。どうしても都市

部の企業からすると、コロナの状況で集合型研修を場所を変え

てやるというのは難しい、ただ、やりたいといったオーダーは

多いので、今回、徳島でやらせていただくところからスタート

して、今の状況では難しいところもありますが、できる状況か

らやっていく。思想的には、徳島の地域と並列してやっている

のですが、実際、実現している現状は今のところないというの

が現状です。今、この状況で、どう進めていくのかというのが

非常に重要であると思っています。

座 長 ： ありがとうございます。いずれにいたしましても、これを一つ

のブームに終わらせないように、徳島ならではのワーケーショ

ンを展開していく必要がある。そのようなことでアワーケーシ

ョンというものを展開されていると思います。どうしても中途

半端な形になってしまうとですね、参加する人も、送り出す経

営層も、「何をしているのか」という状況になるし、地元の人も

「何で来ているの」ということになってしまいますので、ある

程度、目的、目標を定めて、やっていくのが非常に重要になる

のかなと。従来の遊び半分、仕事半分みたいなワーケーション

ではなくて、遊びも仕事もしっかりとやっていくんだ、徳島で

はできるんだということを示すような、そういうようなプログ

ラムを是非、作っていただきたいなと思います。それに伴う制

度だけではなく意識の問題をしっかりと解消していくような形

で、取組をしていただければありがたいなと思いますし、そう

した方向で、提言を整理していきたいなと。コロナがある程度、
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収まったら、いろんな場所で働く、ハイブリッドワークといい

ますが、その１つがワーケーションになると思います。ワーケ

ーションという言葉が本当にいいのかいう感じがあって、スマ

ートワークとかハイブリッドワークとかいった方がより、適当

な感じがいたしますので、そういった言葉の整理も含めて、１

回、事務局でも揉んでいただきまして、是非、徳島がリードす

るような形で提言できたらなと思いますので、よろしくお願い

します。

次のテーマでこざいます。GX についてです。まさに地球温暖化
というのは待ったなしということでございますけれども、その

中の具体的な対応としては、森林が荒廃しております。森林と

いうのは、まさに、二酸化炭素吸収源として、もっとも重要な

役割を担うのですが、その森林が壊れかけている。そのために

は、間伐材の利用促進を図っていく。しかしながら、あまり進

んでいない状況であります。日本のかつての歴史を見てみると

昭和４０年くらいに、海外の木材がどんどん入ってきて、一気

に木材受給率が下がり、公共建築物から、木材を排除してきた

という歴史があって、最近は、それを見直していこうというこ

とでございますけれども、なかなか一朝一夕にはいっていない

というのが現状であります。そのことも踏まえて、前回では技

術的に可能ならば大型の建築物でも木材を使うべきではないか

というご指摘も受けましたので、そういった技術的な点も踏ま

えて、今日は参考人、担当課にも来ていただいていますので、

いかにして木材をうまく使って二酸化炭素吸収減としての森林

を保全していくのかということをお話いただけば幸いでござい

ます。

担 当 課 ： 先ほど、座長からお話しもあったのですが、公共建築物におけ

る木材利用についてですが、「都市建築物における不燃化の促進

に関する決議」というのが、昭和２５年に出されまして、これ

から長らく、公共建築物においては非木材化が推進されてきま

した。大きく変わったのが平成２２年でございます。平成２２

年に「公共建築物等木材利用推進法」というのができまして、

木材の自給率の向上に向けて国が大きく方向転換したというこ

とでございます。この６月にも改正されまして、「公共建築物」
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から「脱炭素社会の実現に資するための建築物等」に名称変更

しまして、この１０月から施行されるということで、国も公共

建築物以外においても木材を利用推進していこうというのが前

段階の状況でございます。

県の取組でございますけれども、国の法律を受けまして、徳島

県木材利用促進条例というのを制定いたしました。一番、最初

にできた条例なんですけれども、この条例の中では、公共建築

物と民間の建築物、両方とも併せて推進していこうという条例

となっております。この中で、建築士４団体と連携いたしまし

て、木材に強い建築士を育成していこうという取組を進めてお

ります。ここは重要な点なのかと思いますけれども、大学にお

きまして、「木造」を講義で学ぶ機会はないとうかがっておりま

す。今もないと思います。木造で中型以上、中高層のものにな

ってきますと、そもそも建築士さんの皆さんは学校で勉強して

おりませんので、自ら勉強していかないと、建てられないとい

うのがございますので、とくしま木造建築学校というのを平成

２４年に開校いたしまして木造に興味がある建築士さんと一緒

に、木造建築をどうやったら進められるのかというのを実施し

ております。また、もっけんフォーラムといたしまして、月１

回なんですけれども、木造の勉強ができる講座を開講しており

ます。また、県の方の取組なんですけれども、県営住宅で日本

で初めて、あらわし木造による４階建ての「awa もくよんプロジ
ェクト」を進めております。木造で４階建てを建てられるとい

うことになってきておりますので、国の方でも建築基準法を少

しずつ改正していって、できるだけ使えるような状況を進めて

きているのではないかと思います。現在、あすたむらんど徳島

のほうに、「徳島木のおもちゃ美術館」ということで、四季彩館

という建物を改装しまして、内装木質化をしております。木に

触れ、木の良さを感じていただくことで木づかいを推進すると

いうことで、小さい時から木に触れていたら、大きくなった時

には木を使うということに頭が向くのではないかという、遠回

りのようで、こういう方法が一番よいのではないかということ

で、推進しておりまして、１０月２４日にオープンします。こ

ういう取組をしている中で、市町村においてはどうなっている

のかということですけれども、市町村においても木造公共建築

物というものは考えられるのですが、実際に市町村には、林業
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や設計の知識を持った専門職員を配置しているところは少ない

というのが状況でございます。一般の事務で入られた方が、林

業職についたり、そのような建物を建てるような部署につくの

ですけれども、やはり専門知識がございませんので、公共建築

物を建てるということになりましたら、設計事務所に依頼する

ことになります。そこの設計事務所が木材に強くなければ、「木

材は難しいのではないんじゃないか、違うものにしよう」とい

うことになってしまいます。そういうこともありまして県の方

では、「木造施設建築支援マニュアル」ということで、公共施設

を整備するにあたって木造に不慣れな設計者の方や地方公共団

体職員を対象とした木造化の手順や県産材に関する情報等をと

りまとめたマニュアルを作成いたしました。これを作成した時

からなのですが、建築基準法とか木材利用促進法というのは改

正されてきており、使いやすくなってきておりますので、今年

度のリニューアル版を作ろうということで、検討をしていると

ころでございます。あと、問題点としては徳島県でできる製品

と、できない製品がありますので、徳島県にある製品を使って

木造建築物を作るという手法、技術というのが大切なのかなと

思っているところでございます。以上でございます。

座 長 ： ありがとうございました。参考人からもお願いします。

参 考 人 ： 私の事務所で関わってきた徳島県の木造建築物を３つ紹介させ

ていただければと思います。まずは、「徳島県の応急仮設住宅」

です。これは、徳島県議会でのご発言から始まったと聞いても

りますが、徳島は林業県ですので、仮設住宅は木造で建ててき

たということで、林業者、木材産業関係者、設計者、施工者、

行政の方々で協議を重ねて４タイプを設計いたしました。板倉

構法、伝統構法、木質プレハブ構法、普及型構法とあります。

まず板倉というのは、東日本大震災の時に福島で２００戸以上、

建てたもので、徳島の那賀川すぎ共販が大学教授と一緒に開発

してきたものでありますが、柱と柱の間に板を挟むという構法

で非常に居住性が高く話題になったものです。伝統構法という

のは、大工さんの伝統的な技術を維持していこうというもので、

あえて昔ながらの方法でやろうとする構法。それと木質プレハ

ブというのは、小松島市周辺に合板とか様々な木質の加工品の
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工場がありますので、そういった方々が連携して作る、地場産

業が連携して作る構法です。それと普及型というのは、柱材だ

けあれば建つという構法で、大きな資機材は必要ないもので木

造建築物につなげていこうと目論んだ建物でした。４つ設計し

て既に図面がありますので、その図面をもって建物を建てるこ

とができるということになっております。基本的にこれは、市

場流通材だけで検討しています。新たに作らなければいけない

ような材料は使わずに、市場流通材だけで検討して、解体後の

再利用、東日本でも壊した後、どうするのか、捨てられるとい

うのが多かったものですから、解体してから、もう一回、再利

用するということも視野に入れて設計されております。その次

に、木材利用創造センター人材育成棟「木舎」というものがあ

りまして、これは林業に従事することになる若い人たちの学校

「林業アカデミー」というのですけれども、その校舎です。こ

の建物は、眉山のふもと側は丸太組で始まって、続いて製材、

木質建材、町側は合板という風に、いわゆる林業カスケードと

いうのがあるのですけれでも、林業の川上から川下まで木材が

姿を変えて利用されていくというのを建築として再現したもの

ですので、皆様、機会がありましたら、是非、訪れてみて下さ

い。この建物は平屋の 590 ㎡でして、用途としては、事務所扱
いですので、防耐火の制限はかかりませんので、市場流通材で

構成されております。これが用途によっては、500 ㎡を超えたら
耐火構造にしなければならないとか、いろいろ覆ったり囲った

りしないといけないのですけれども、590 ㎡の木舎は、その必要
はありませんでした。例えば、1000 ㎡を超えると耐火にしなけ
ればいけない建物を建てる場合は、1000 ㎡までの建物を１回、
作って、その次にコンクリートの部分を挟んで、その次に 1000
㎡の建物というふうに、挟んでいくと防耐火整備ということに

なりまして、○㎡だったら木造でできないということはありま

せんので、やろうと思えば木造でできます。最後に、awa もくよ
んプロジェクト、これは設計中です。県営住宅の「新浜団地」

の建て替えにあたりまして、2018 年の建築基準法改正で可能に
なった木造現しです。木造を色んなボードで張って隠していく

方向で、今までは進めてきたのですが、それを現しでできる４

階建て共同住宅の法律ができまして、それを全国で１番早く、

先駆けてコンペを開催し実施しているものです。そこではＣＬ
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Ｔとか、なじみのないような構法ではなくて、普通に大工さん

が家を建てている時のような構法を、そのまま拡張したような、

いわゆる軸組構法というもので設計しております。なぜかとい

うと、これから他の地域や設計者が、誰でも関わっていけるよ

うな、誰でもが拡張していけるようなモデルとすることを意図

した案が採用されております。現在、この柱梁は、構造的には、

２０センチ角でいいのですけれども、燃え代設計ということに

なっておりまして、燃えて酸化していって７５分持つのに６５

ミリ必要ということになっております。２００角の柱なんです

けれども、６５ミリずつ両側に燃え代の木が必要ということで

３３センチ角の集成材となっております。これは徳島県内では

調達できません。県産材で素材を作って、県外工場に送って制

作できないこともないのですが、合理的なコストでは難しいと

いう状況であります。この内容としては、建物が倒壊するまで

に全ての人が避難できるというのが、この設計の条件になって

いますが、色んな要素がかみ合う中で、倉庫みたいに極端に窓

を小さくして窓を破損しないという構法、窓を大きくして逆に

温度を上がりにくくするという、両極端の構法に限られてくる

のですが、この後者を選択して実施設計が終了しようとしてお

ります。ただし、窓が少ないと壁が多くなるから強くなるとい

うことが想像できると思いますが、窓がなくて強くしようとす

ると、バッテンのような筋交いが必要となってきて、今までや

られたことがない構法ですので、また新たなものを東京大学の

先生方とともに、開発して実験を繰り返ししながら進めている

ところです。課題なのですが、今、法律ができたばかりという

ことで、法律ができて長いものは告示というものがあって、告

示をクリアした素材を集めれば建つのですが、今、告示ができ

ていない状況で、法律を通ったものを証明しながら建てていく

という、非常に難しい状態になっておりまして、試行錯誤の連

続です。今後、県内で集成材が作れるようになるとか、もしく

は集成材ばかりではなくて、せっかく徳島にも１００年生を超

えるような大きい木が山のようにありますので、それを使えな

いのかという話があって、徳島では進んでいませんが、福島で

は大きな木を乾燥できる技術があって、これから先、集成材か

ら製材に変わっていく際には、まず福島に受注、発注が集中し

そうな状況であります。そのため、そういった設備を整備する
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とか中規模・大規模な建築を県内の素材で、県内の構法ででき

るようになっていくための準備が早急に必要ではないかと考え

ております。以上であります。

座 長 ： ありがとうございました。この項目につきましては前回の質問

もありますので、どうぞ。

委 員 ： ありがとうございました。思っていた以上に、木材の推進に向

けて県も取り組んでおられるということが分かりました。とく

しま木造建築学校なんかは、作ってらっしゃるというのは初め

て知りました。このような取組を更に推進していただいて、市

町村が木材を使って建物を作る場合は、設計事務所の方が木材

に強くないといけないというのはあるのですが、徳島で木材に

強い設計事務所さんが多いのかどうかというのは分からないの

ですが、木造建築学校の開校とかやっておられるので、増えて

きているのだろうと思われますので、このような流れの促進を

期待したいと思います。

座 長 ： 今、木材に強い建築士さんというのは何人くらいおられるので

すか。人数は難しいのですが、教えていただければ。

参 考 人 ： もくよんプロジェクトに必ず来ている方は十数人でしょうか。

先ほどお話しがあった各行政において、木造をやろうとひらめ

いたとしても、それをフォローできる人が、その場にいないと

いうのが、全県的に同じことだと思うので、数年前に建築士会

の方では、木造建築アドバイザー制度というのを作りまして、

行政の人から木造建築にしたいと電話がかかってきましたらア

ドバイスをするという仕組みを一応、作ってはおります。いわ

ば、便利屋のように我々を使ってもらったら、もっと木造化が

進んでいくのではないかなと思っております。

座 長 ： ４階建ての県営住宅というのは、新浜で、いつごろできあがる

予定なのですか。

参 考 人 ： 再来年の春に入居開始です。

座 長 ： ４階建てのいわゆる、公共住宅というのは、全国的にも珍しい
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ですね。

参 考 人 ： 全国初です。

座 長 ： ある意味、象徴的な事例となりますので、そこを住むだけでは

なく、ある意味、ショーウインドウみたいにすればいいんです

けど、そういう議論もされているのですか。

参 考 人 ： たくさんの木材を、大きな建物のために発注しても、すぐには

出てこないんですね。今回は、時間をかけて集めてもらうため

に早めに発注するということを一緒に考えて実行しようと思っ

ております。

座 長 ： そういう全国初の建物ができるということは、できるだけ多く

の方々も見るということになりますので、こういうことができ

るんだということの一つの素材になったらいいんじゃないのか

と思います。これは担当課に聞いたほうがいいですかね。

担 当 課 ： 全国的にも発信して、ゼロカーボン社会の実現のために発信し

ていく予定です。

座 長 ： これは、結構関係するところも多いと思いますので、県庁の中

でも横でつながった組織体というのはあるのでしょうか。

担 当 課 ： 木住協(木材住宅協議会)でメンバーになっておりまして、建築

士会さんも入りまして、木造住宅といいながらも、先ほどあり

ました市町村向けマニュアルとかを一緒に作っていこうとか今

年のテーマを考えて一緒に組織を作って活動しております。

座 長 ： 地球温暖化対策というのは、総論ではよく言われるのですが、

実は、こういった具体的な話をクリアしていかないと、なかな

か辿りつかないということになります。仮設住宅の話とか、色

々なことにチャレンジされていることのお話しもされておりま

したが、何かご意見、ご質問があればどうぞ。

委 員 ： ありがとうございました。実は、私、徳島木のおもちゃ美術館
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に大変、注目しておりまして、実は２期生のおもちゃ学芸員で

もあります。それと先ほどのお話の木舎ですね。木舎という言

葉のとおり大変、きれいなところで勉強させていただいており

ます。何が足りないかというと、やはり、ＰＲだと思います。

１つの提案なのですが、先ほど、アドバイザー制度とか、横の

つながりの協議会等、作られているというお話しだったのです

が、専門家のみだけでなく、１県民目線の方々、例えば、公募

員を入れるとか、そういったことで、県民の声を聞いて、もう

少し木育に対しての注目を継続するというのは非常に大切な視

点ではないかと個人的には思っております。それともう１点は、

おっしゃってたように、挟めばどんどん作れるよといった構造

は、私、生まれて初めて聞きました。そうなれば、座長が先ほ

どおっしゃたように、もっと色々なものにいけるのではないか

なと思います。素人目線にはなるのですが、是非とも、そうい

った視点で、もっとゼロカーボン目指してがんばってほしいな

と思いました。以上です。

座 長 ： どうですか。今の意見に対しては。

参 考 人 ： ありがとうございます。例えば土成の中学校なんかは、木造の

意識が高い、鴨島の我々の仲間が設計したのですが、校舎と校

舎の渡り廊下をコンクリートで作って大きな木造を実現してい

ます。

座 長 ： 木育のための、おもちゃ美術館については、いい試みだと思い

ます。住民からもっとも近い保育所、幼稚園、小学校、中学校

については市町村が整備の責任者になっておりまして、残念な

がら、お話しがありましたように、市町村には、専門家の方が

まずはいないだろうということなので、やはり、県だけではな

く市町村も含めた公共建築物に木造を進めていくためには、市

町村の中に、そういう体制というか、なかなか人を雇うのが難

しいのであればどのような形でバックアップできるのかという

ことになってくると思うのですが、そのあたりは、どうなって

いるのですか。

担 当 課 ： 木材利用促進条例ができてからは、市町村にどうやって進めて

いくかというのは、一番、課題となっておりまして、職員さん
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を増やすとか、建築士さんを雇うとかというのは無理ですので、

市町村の勉強会とかを開催させてもらい、マニュアルも作って、

こういうことができますよというのを進めさせてもらっている

ところでございます。ただ、最終的には、担当者の方の「木を

使いたい」というふうに思いが向かないと、やっぱり担当者さ

んの意識で「できるかできないか」というのが一番と思います

ので、意識を変えていくために、研修会であったり、マニュア

ルを作ったり、おもちゃ美術館にも来ていただいて、木の良さ

を知っていただいたりといったことから、少しずつ意識を変え

ていき、ちょっとでも木材利用が進めばと思います。

座 長 ： 他にございませんでしょうか。いずれにしても、かつての排除

から促進の方に変わってはいるんですが、ただ、実質的な利用

を推進する色んな設計士の方とか専門家の方々、あるいはその

相談員としての制度というか、いわば、実質的な障壁がかなり

あってですね、進んでいないという状況であるようですね。実

質的な障壁をどうように取っていくのか、全国に誇れるような

物もできるというお話しですので、それを上手く活用しながら、

是非とも木材利用を通じた二酸化炭素吸収源の森林の保全へと

転換をはかっていただけばありがたいかなと思います。では次

のテーマに移りまして、後ほど改めて振り返りを行いと思いま

す。次に、同じグリーントランスフォーメーションに関しまし

て、脱炭素、特に電力で脱炭素ということが言われております。

その中で「再生可能エネルギーの活用とその課題」が大きなテ

ーマになっておりますので、ご意見いただければと思います。

よろしくお願いします。

参 考 人 ： 環境配慮型ワーケーションモデル創出プロジェクト：ウマバプ

ロジェクトについての説明をさせていただきます。まず、プロ

ジェクトの目的と検討事項になります。今日の会議で既に話題

になっておりますが、「新たな人流の創出と２次交通の確保」と

「電力に強い脱炭素化と災害に強い自立分散型エネルギーの確

保」の２つを大きな目的として、このプロジェクトは発足して

おります。背景にある課題と具体的な検討事項ですが、「人流創

出と２次交通の確保」では、人口減少下で、どうやって地域コ

ミュニティを運営していくのか、また、「交流人流を増やす」と
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いった観点において、どのような交通手段の確保が必要かとい

ったところが非常に大きな課題となっております。この課題に

対して、この創出会議としましては、新しいワーケーションモ

デルを構築する、そしてそのワーケーションモデルを支える交

通網、EV などによる２次交通の強化であったり、ドローンによ
る物資輸送を行っていきたいと考えております。また、電力の

脱炭素化につきましては、地球温暖化への脱炭素化社会への模

索、さらには、大規模自然災害による孤立集落の発生と停電が

起こった場合に、再生可能エネルギーの効率的な活用と電力の

地産地消システムの構築といったことを、検討事項としてスタ

ートしております。プロジェクトメンバー表にありますように、

地元の建設会社、電気・電池に関する会社、IT 会社の３者が共
同で、システムの構築を考えております。そして、オブザーバ

ーとして四国電力さんに、参加をいただいております。また、

ワーケーションに関しては、四国旅客鉄道さんにもご参加をい

ただいております。さらに徳島県からは、危機管理環境部、政

策創造部からもご参加をいただいております。また、オブザー

バーとして三好市にも参画を検討していただいている状況です。

ちょうど７月に県知事へご挨拶をしたところでして、９月末ま

でに、システムの開発及び機械の設置を行おうと考えておりま

す。それをもって１０月から実証実験のステップ１に入るとと

もに、ステップ２に向けた仕込みとして制度的障壁の洗い出し

と、それにどのように対応していくのかということを規制改革

会議の中で議論させていただければなと思います。こちらが、

ウマバプロジェクトの中核となるウマバ・スクールコテージで

す。三好市池田町馬場地区にある旧馬場小学校の建物を利用し

ております。小学校としては、既に廃校となっておりますが、120
年以上の歴史ある小学校を今、ワーケーションのための検証の

ための施設として改装されており、こちらを中心拠点といたし

まして、活動をしようとしております。今、第一段階の実証実

験といたしまして、ウマバ・スクールコテージの中で稼働する

かということをやっております。ウマバ・スクールコテージを

仮想住宅としまして、田中さん、鈴木さん、山田さん、３グル

ープがそれぞれ、蓄電池と、実際に使用する負荷の１グループ

を作ります。そして１つのグループには太陽光発電から直接、

蓄えるような形にしております。我々の目的としましては、脱
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炭素化ということですので、既存の配電網からの電気ではなく

て、自分たちで発電してものを極力、バッテリーを活用しなが

ら有効活用していくことを実証しようとしております。新規性

といたしましては、太陽光の発電予測であったりとか、施設の

利用状況によって消費と発電の状況をあらかじめ予測し、次、

どこにどれだけの電力を割り振っといたほうがよいのかといっ

たことを策定し、田中さんのところの電力を鈴木さんや山田さ

んに「おすそ分け」する。さらには、EV カーを活用いたしまし
て、まずは四国電力・池田電気ビルと、ウマバスクールコテー

ジの間で、電気を運搬して実証しようとしております。前段階

といたしましては、このウマバスクールコテージの活動を馬場

地区に広げまして、その中で電力のおすそ分け、発電したもの

を、必要な人が必要な分だけ使うといったことを考えておりま

す。さらには、２次交通との連携ということで、鉄道駅舎、ま

た空港等に、こういった EV充電器を置きまして、実際に充電し
た EVが人だけではなくて、電気も持って行く。その電気を、こ
ちらに移すことで、スクールコテージの中で活用しましょうと

いうような仕組みを構築したいなと考えております。こういっ

た実証実験の検証方法としまして、ワーケーションに関して、

脱炭素に関して、色々検証を進めていこうと考えております。

ワーケーションに関しては、割愛させていただきますが、脱炭

素については、再エネ活用による電力地産地消システムの検証。

どれだけ、出荷市場ができるのか。また、こういった余剰電力

の「おすそ分けシステム」というのは、私どもが開発した技術

ではございますが、直流の環境では実証したことはありますが、

交流の環境では実証したことがありませんので、ちゃんと動く

かどうかの検証。さらには EVを使った電力の運送。あと、ドロ
ーンを使った「物と電力」の搬送方法の検証。一番、今日の課

題である制度面、脱炭素化においては、やはり、新しい仕組み

が既存の電力網と、どう繋がっていくのか。また、今回の仕組

みは蓄電システムを利用しておりますが、こちらが既存の電力

網とどういった関係で、繋がっていくのか、また実際にこうい

った馬場の仕組みになった場合に、だれがどういう風に経済的

に運営していけるのかといったところが課題になってくるので

はと思います。こういった点について、ご説明いただければと

思います。よろしくお願いします。



- 22 -

参 考 人 ： 今回、約半年くらい前から、ウマバスクールコテージの取組を

進めておりまして、この週末に、実際に物の設置を開始してお

ります。今回、短期間で進むことができた一番の理由というの

は、ウマバスクールコテージ内部に全てを設置し、まず、機能

を実証しようとということだけに絞ったので半年程度で、進む

ことができました。あとでスケジュールが出てきましが、さら

にソニーさんとの EVの検証。こういったことを順次、進めて行
く中で、社会課題の抽出ができればなと思っております。でき

るところから始めようということで、既に設置させていただい

て、８月８日に市町村参加の上で、本格的に始動したというこ

とであります。まず、この半年間の取組の中で、やはり四国電

力さんとの繋ぎといったことには、実際、個々の課題があり、

やはり問題になっていくだろうと。太陽光の電気を外に出すこ

とは、簡単ですが、蓄電された電気を外に出すということは非

常に厳しい規制があります。今後、各家庭が太陽光とか蓄電池

とかで自家発電し、有効活用方法をどうしようかをいうことは

重要になってくると思います。単に家庭同士というよりは、地

域の防災拠点と、その周辺とどうつないでいくのかというのも

重要ではと思います。現行制度では、コミュニティが自律的に

「電力おすそ分け」システムを運用することは障壁が多いため、

実証実験で検証していけたらなというところです。私、３年前

に、自分の家に太陽光と蓄電池を設置し初めて電気代の仕組み

等を知りました。実際に、色々、難しい問題もあります。今回

のウマバの取組で，外に電気を出して行く際に安全性であると

か、おすそ分けした場合の支払いであるとか、お互い四国電力

さんとどういう契約を結ぶのか、お金が発生するということは

測定値を、お互いがどう正しく理解するのか、自分の電気を動

かしたり、送電線とかがあるので、その所有権をどうするのか。

こういう色々な問題がありまして、一つずつでいうと認められ

たりしていたりするのですが、複合的になると、なかなか前に

進んでいないというのが現状です。例えば、おすそ分けといっ

ても、発電者が特定の人に向けて流すと送電になり規制が厳し

くなります。また託送料というものもかかるようになります。

さらに、分けるためには、電線を伝わってエネルギーが流れる

ことになります。その時に損失が出ます。そのときに、どっち

の電力を正しいとするのか、そういう問題も実際には出てきま
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す。さらに太陽光による電気買い取り制度に使われる蓄電池は、

ほとんどが韓国製で、太陽光のパネルも、元々、日本製から始

まったのですが、今は中国製がほとんどです。今は、日本製に

どういうメリットをおくのかということについて、規制と併せ

て考えていければと思います。最後にスケジュール的なことに

なりますが、今は 2021 年 7 月の時点ですが、9 月には系統連結
許可を経て、本格的な実証に入ります。さらに今年の末には EV
との連携も始まり、これらを踏まえて次のステップへの要件定

義をできたらと思います。具体的な問題を抽出して、規制の緩

和も含め、取組を推進していけたらなと思います。私からは以

上です。

座 長 ： ありがとうございました。後半は、少し専門的な話もあり、難

しかった点もあったと思われますが、平たく言うと、ウマバス

クールコテージの間で仮想住宅を前提してやる場合は特に、問

題はないのですが、それをコミュニティの中で、例えば馬場の

田中さんが発電したものをやりくりするためには、今の既存の

送電網を使わないとだめだということなのですが、従来は一方

的に電力をもらっているという形であるのですが、逆に生産を

し、貯めたものを他のところに出していく、それについては電

力小売事業者にしか認められないということになるんですね。

これは具体的に言うと、電力小売事業者というと、どのような

ところをさすのですか。

参 考 人 ： 四国電力さんとかですね。皆さんが電力を買っていらっしゃる

業者さんになります。

座 長 ： そういったところでないと、既存の電力網を使って、それをや

りくりする、おすそ分けすることができないというのが１つポ

イントということですね。

参 考 人 ： はい。

座 長 ： それともう１つ。蓄電池に貯めた電気を再び送電網を使って、

やりくりするということについては、より厳しい制限があると

いうことですか。
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参 考 人 ： そうですね。今のところ、ほぼ認められていないに近いです。

座 長 ： 基本的には認められていないということですか。

参 考 人 ： はい。自家消費分にはよいのですが。

座 長 ： 今のやり方としては、生産されたものがいったん、蓄電されて

やりくりするというのは一連のパッケージ化したシステムと思

うのですが、それを送電網を使って、自家消費するのはいいん

ですが、他者におすそ分けするというのは、事実上、できない

ということですか。

参 考 人 ： 非常に厳しいと思います。

座 長 ： それと、もう１つは、コミュニティ単位で仮にやるとした場合

に、それを運営するためには、それなりのコストがかかるわけ

で、それについてもスキームは、今はなかなかできていないと

いう理解でよろしいでしょうか。

参 考 人 ： はい。

座 長 ： 政府が 2050 年にカーボンニュートラルと言ってますよね。ソー
ラーを主力電源化といっていますが、実は、こういったことの

課題がクリアされないと、現実的には到達しないということに

なるのではないですか。

参 考 人 ： はい。今、国の方も方針として、地域需給一体型とかの推進と

いうものを打ち立ててはいるのですが、具体的な項目について

は、課題があれば言ってきてくださいと、まずは、協力業者さ

んと、どうやったらできるかを相談していくださいというよう

な状況になっております。2050 年のカーボンニュートラルに向
けて、そういった部分での標準化、法令化といったことは必要

になってくると思います。

座 長 ： より具体的に分かりやすく、皆さんの共通認識のために確認し

ておきたいのですが、例えば四国電力さんが電力を生産して、

それを別会社になっているようですが、送配電株式会社が持つ
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電力網を通じて各家に供給しているということになるのですが、

基本的な流れとしては、この再エネを色んなところで、各家が

持つということは、電力会社にとってみては、売り上げが減っ

ていくということになっていくし、そういう状況の中で、今ま

で築き上げてきた電力網を使わしてくださいというのもあまり

面白い話ではないと思います。全国的に電力会社との話は同じ

だと思うのですが、そのあたりは、国の対応はどうように思わ

れていますか。

参 考 人 ： はい。ご指摘のとおり、まず送配電の分離というものがあり、

その先に配電ライセンスの制定というのを来年の春からしてい

こうと、参入を増やそうとはしています。一方で、それに対し

て今の既存の送配電事業者、電力事業者がどういうふうに変わ

るのかといったことに関して、まだ国として示せていないとい

う現状があるかと思います。そのあたりの両者の新しい展開に

向けて、どうやっていくのかということを１つ１つ擦り合わせ

ているのが、今の現状なのかなと感じております。

座 長 ： ありがとうございます。あと１点、確認なのですが、電力はな

かなか、貯めることはできないというのが一番の大きな課題で

すが、その中でも世界の企業がしのぎをけずって蓄電システム

を改善、改良していこうとしているのですが、実はそれをやっ

ても既存の送電網を活用してやりくりできないと、その価値と

いうのは制限されるものになると思いますが、そのあたりは、

どうお考えでしょうか。

参 考 人 ： はい。太陽光は、非常に不安定な電力ですので、貯めれない中

で太陽光だけを進めていくというのは非常に難しい。蓄電池は、

それを解決する１つの方法なのですが、再エネと既存の電力を

うまく結びつける方法というのが、うまく確立されていないと

いうのが現状だと思います。

座 長 ： ありがとうございます。ウマバプロジェクトは私も関与してお

りますが、とりあえず馬場という限られたエリアですが、チャ

レンジしていこうとしていく中には国の２０５０年のカーボン

ニュートラルにおける課題を抽出し提案していくということに

もなっております。この GX に関しましては、色々、ご議論い
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ただく中で、ご指摘をいただいたところですが、コメントをい

ただければと思います。

委 員 ： ご説明ありがとうございました。電力に関しましては専門知識

がございませんので、ご容赦いただきたいのですが、地域のゼ

ロカーボン化あるいは GX を進める上で一番、大事なことは、
おそらく生産と消費地の距離を縮めていくことではないかと思

っております。それは１次産品、農林産品だけではなくて、先

ほど、お話がありました木材の話もそうでしょうし、今回のエ

ネルギーもそうであろうと思っております。よく地産地消とい

われますが、全て１００％が地産でなくても、生産と消費の距

離をいかにして縮めていくのかということが GX のポイントだ
と思っております。そのポイントのカギになるのが、蓄電とい

うものなんだと思います。言い方を変えれば受益と負担をどの

ように正確な数字として割り込んでいくのか、蓄電と融通のス

キームをどのように設定していくのかというのが、おそらくこ

れからの課題であると思っております。やはりエネルギーとい

うのはベストミックスとよく言われますので、全てが１００％

再エネに頼るわけにはいきませんし、１００％既存のエネルギ

ーのままいくわけにもいきませんので、いかにベストミックス

を心がけて、ウマバプロジェクトで進んでおりますような、ハ

ウスというような小さな規模から、次がタウン、タウンが集ま

りますと次はエリアになります。ハウスからタウンへ、タウン

からエリアへ 、こういった実証実験の拡大が、これから望まれ

るのではないかと思われます。GXは情緒で語るものではなくて、
データで語っていかなければいけない分野ですので、このプロ

ジェクトの行く末を非常に楽しみに拝見したいと思います。あ

りがとうございました。

座 長 ： ありがとうございます。今のコメントを受けてなにかご意見あ

りますでしょうか。

参 考 人 ： ベストミックスというのは非常に大事なところかなと思ってお

りまして、我々も再エネと蓄電、太陽光と蓄電をいかに活用す

るかということを、馬場で実証させていただきますが、将来的

には太陽光だけではなく、他のエネルギーをどう入れていくの
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か、今回は EVも活用しますが、そういったところを含めて
非常に大事な検討事項だと考えております。

座 長 ： はい。あとご指摘いただいたのは、生産の場所と消費する場所

との距離を可能な限り縮めていくということの重要性もご指摘

いただいたところであります。あと、もう１つ、今回のプロジ

ェクトが、災害対応にもなるというわけですね。これは当然、

大規模災害が起きますと停電というのが起きますので、少なく

とも７２時間は必要なものは準備できるという仕組みができる

のも重要だと思いますが、このあたりは、今回のプロジェクト

における関係性についても、ご発言いただけるとありがたいの

ですが。

参 考 人 ： 今回、災害対策ということでの蓄電池を入れておりますので、

施設内の全ての電気を供給できるわけではありませんが、最低

限のところ、ライフラインや家の照明、冷蔵庫といったものを

災害時にも使用できるようにしております。時間の方は、これ

から消費電力も含めて確認していくことになると思いますが、

そういった形で検討させていただければと思います。

座 長 ： はい。ありがとうございます。ちなみに、仮設住宅の話、先ほ

ど出ましたが、仮設住宅のほうには、ソーラーパネルとかは置

いたりしないですか。

参 考 人 ： それは聞いたことはありませんが、逆にソーラーパネルを屋根

状に作っておけば、既に屋根があるので、その下に部屋を作っ

たら仮設住宅になるなという逆の発想は思い浮かぶのですが。

座 長 ： まだまだ、自立分散型のエネルギーというのは仮設住宅ではそ

こまでいっていないということですか。

参 考 人 ： はい。そこまではいっておりません。

座 長 ： 分かりました。ありがとうございます。今の GX に関して、そ
して木材利用、再生可能エネルギーの中でもソーラーによる電

力発電について、ご議論いただいたところですが、ご案内のと

おり、制度的なものもあれば、技術的な障壁も相当程度あるな
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ということでございますので、これは、また事務局と専門家の

方々とやりとりしながら掘り下げていき、良い提言になってい

けばなと考えております。とりあえず、今日、参考人の方々を

お招きしてのやりとりは終わりましたが、せっかくの機会でご

ざいますので、ワーケーションあるいは、木材利用、再エネ、

それ以外でも結構ですので、このようなことも議論しておくべ

きではないかということがございましたら、是非ともご発言を

お願いできたらと思いますが。いかがでしょうか。

委 員 ： ありがとうございました。県外の方に向いてたりという部分も

あって、先ほどの木材の話もそうですが、県内の人が、こうい

うことを徳島でやっているんですよというのを知らないという

のが、まず、すごくあります。先日の別の会議で「withコロナ、
アフターコロナ」ということで、県の動画を５分くらい流して

もらい、すごくきれいに、作られていました。水都とくしまで、

洪水に備えて川の整備をされていたり、水素の話とか、色々と

素晴らしいことをされているのですが、県内の方が知らないと

いうのは、すごくもったいないなと思っております。動画とか

もあるので、できれば県内のどこかで常に PR、流すようにした
りとか、小学校、中学校で授業の一環で動画を使っていただい

て地元、徳島の子に知ってもらい、将来の糧になってもらえた

らなと。県内の人が知っていないというのは、とてももったい

なと。こんなに全国初の県営住宅ができたり色々、あるので、

是非、県内の人にも PRしていただきたいなと思います。

座 長 ： ありがとうございます。全国初の県営住宅ですし、再エネやワ

ーケーションの先進的な取り組み、このようなことを分かりや

すく発信していくというのは非常に重要だと思います。他には、

どうでしょうか。

委 員 ： 専門的な分野は分かりかねるところもありますが、ワーケーシ

ョンについて、官民あげた取り組みをしないと、なかなか定着

しないというのは、まさにそのとおりだと思います。既にパッ

ケージ化されたものがあり、これは ANA さん「民」が、それぞ
れの企業さんに案内し、その取り組みに対して賛同をいただき、

研修に来られる方々が「WINWIN」になれるようなシステムだ
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と思います。これから、知事に提言するとして、「官」がどのよ

うな関わり方をすれば ANA さんとしては、よりやりやすくなる
のかという点が現状からは見えづらかったですので、そういっ

た点を教えていただければと思います。

座 長 ： 今のご発言に対して、よろしくお願いします。

参 考 人 ： ありがとうございます。確かに「官民一体」で進んでいくべき

ものだと思っております。今回のワーケーションプログラムに

ついては、県からの委託をいただいた上で、事業展開、プログ

ラムを作らさせていただいておりまして、情報発信させていた

だいています。そういった部分では、県から委託をいただいた

中で「民」として動かさせていただいており、そういったこと

に関しては「官民一体」で進まさせていただいていると考えて

おります。ただ、一過性に終わらせることなくというのが非常

に重要であると考えておりまして、今年度、徳島県から「ワー

ケーションコーディネート事業」ということで、委託を受けて

進めてはおりますが、継続といった部分で進めて行く中で「官

民一体」をもっと強化してやっていくべきものだと思っており

ます。

座 長 ： ワーケーションに関しては、参加する方である社員、送り出す

経営層、地元の方、この３者がしっかりと理解をしないと続か

ないことになりますので、せっかくのこれだけの魅力的なプロ

グラムを展開されるのであれば、それを３者にしっかりと伝わ

るよう応援いただればと思っております。それでは、他の方、

なにかございませんでしょうか。

委 員 ： 色々とお話しいただいた中で、一つ一つ、ワーケーションにつ

いてもそうですし、GX についてもそうなのですが、もう少しく
っつけるものがないのかなと思いながら聞いておりました。最

後の再生可能エネルギーというのは専門的な知識もなく分かり

かねる部分もありましたが、ワーケーションについても先ほど

から出ているような、地域に向けての発信。県外の方向けもあ

るのですが、まずは県内の「WITH コロナ」や徳島県が推進して
いる「もっと応援割」のように分かりやすく、ワーケーション

についても発信してもらいたいです。また、教育委員会であっ
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たり、なかなか修学旅行にも行けない状況の中で、もっと小学

校、中学校、高校に対して地域の魅力というものに特化した発

信をしていただけたらなと思いました。官民が一体となって取

り組まれている「ワーケーション」を、県外のお客さんにより PR
していくためにも、県ともお話をしていただきながら、教育委

員会とか、まずは子供たちに、徳島県の魅力をもっと分かって

もらいたいです。先ほど、木材の話でもありましたように、小

さい時から触れていたら、段々、興味もわきますが、大人にな

ってから、何かやろうとしても体がついてこないこともありま

すので、若いうちに色々な体験をさせてあげたいなというのが

あります。そういったことは県にとっても今後の財産にもなる

と思いますので、県にもお願いしたいと思います。

座 長 ： ありがとうございました。他にいかがですか。

委 員 ： 環境の GX のところで、一人ひとりが脱炭素社会に向けてやら
ないといけないことも多いし、意識も変えていかなければいけ

ないなと思います。やはり分かりやすいのが「見える化」で、

どれだけ炭素が減ったとか、数字に表すようなシステムがある

とは聞いてはいるのですが、そういうのが色々なところで導入

されれば、一人ひとりの国民、県民の意識が変わる効果が高い

のではないかと思いました。

座 長 ： ありがとうございました。非常に重要なポイントだと思います。

自ら自分事だと思ってやってもらうことが重要で傍観者的な立

場だと何もものになりません。そのためにも先ほど、言われた

ように「こういうことをやっているのだ」ということが重要で

す。例えば GX をするのであれば「これだけ CO ₂が下がってい
る」とかで数値化していくとか。今回のプロジェクトで、これ

だけの二酸化炭素が減ったとか見える化できるように、今後、

工夫していただければと思います。そのあたりはどうですか。

参 考 人 ： 一人ひとりの行動変容が最終的に必要になってくると思います。

そういった意味で、今どこにいるのか、何が変わってきたのか

といういことを見える化していくのは、我々としてもポイント

だと思いますので、これからも考えながら実証実験に踏み込ん

でいけたらなと思います。
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座 長 ： ありがとうございました。他にいかがですか。

委 員 ： ワーケーションのお話を聞かせていただいていて、企業として

このようなことを活用していこうと考えたときに、社員全体で、

働き方改革、経済成長につなげるというのは非常に重要である

と考えております。県外では CSR レポートや、サステナビリテ
ィレポートで、どういった取り組みをしているのかというのを

公表することも増えてきていると思います。そういった中で、

徳島県のはぐくみ支援企業のような取り組みを PR している企業
さんも増えてきているので、ワーケーションを活用するときに、

制度として、こういったことを取り入れていますということを

県であったり国で PR するといった制度は今後もできる予定はあ
るのでしょうか。

座 長 ： 今あるかどうかは別にして非常いいい提案だと思いますが、そ

のあたりどうでしょうか。

事 務 局 ： まだできていない部分もありますので、関係部局と連携しなが

ら、今後進めてまいりたいと思います。

座 長 ： ワーケーションを通じて健康経営に頑張っている企業を公表し

たりというのは、一つの動機、きっかけになっていいですね。

そのためにも、「ワーケーションで心身のリフレッシュができま

した」というのですが、それを客観的に測っていく機械を作っ

ていると思いますが、そういうのも見える化していく。そうい

ったものもウマバプロジェクトでは活用できたらなと思います。

その辺も非常に重要なポイントになってくると思いますが、ど

うですか。

参 考 人 ： 我々としても、ストレスや疲労を測れるものも、商品化してい

るのですが、なかなか、見える化して理解してもらうのは難し

いです。そういったことも踏まえまして、今回、ワーケーショ

ンの取組もしていますので、１日２日経ったらどうなるのか、

１週間単位ではどうなのかといったことも調べながら見える化

できたらなと思います。

座 長 ： ありがとうございます。是非、ＡＮＡさんも今後、ワーケーシ
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ョンを展開される際には、リフレッシュというものを科学的に

エビデンスを取っていくというのは非常に重要なものでありま

すので、是非、ご検討いただければなと思います。一通り、皆

さんからご発言いただいたところですが、他にございますでし

ょうか。

委 員 ： 色々、話を聞かせていただきまして、アワーケーションの共創

プログラムというのは、全国的にはあまり展開されていないと

いうことですので、是非、徳島で成功していただいて、徳島が

モデルになるような取組になってきていただきたいです。木材

も４階建ての建物ができるんですよね。

参 考 人 ： 現在、設計中です。

委 員 ： できた時は、是非、メディア向けにも、「全国で初の木材の４階

建ての建物」だということを、かなり強調して発信していただ

きたいなと思います。あと、今日のテーマの中ではなかったの

ですが、重点テーマの中のデジタルトランスフォーメーション

で、次の会議で是非、教えていただきたいことがあります。ス

マート農業について、徳島は農業がこれからの重要な成長産業

となるのですが、高齢化と後継者不足なので、若い人がどんど

ん入ってもらうためには、スマート農業を、これから徳島では

積極的に展開していかなければならないと思うのですが、そこ

に向けて県がどんな取組をやっていらっしゃるのか。色々、や

っていらっしゃるとは思うのですが、そのことの紹介と、それ

を進めていく上で、こういう点がネックになっていますという

ような課題があれば、次の機会に議論させていただければと思

います。

座 長 ： 今日は重点テーマの中で、「新しい働き方の推進」ということで、

特に「ワーケーション」のことを、また「ＧＸの推進」という

ことで、「木材利用の推進」、「再生エネルギーの利活用」のこと

を御議論いただいたところです。かなり専門的な分野でもあり

ましたので、事務局のお力も借りながら提言という形に整理し

ていけたらなと思っております。皆様方も、今日、御議論いた

だいた中で、これをもう少し知っておきたいということがござ

いましたら、次回にでもお聞きいただけたらを思います。資料
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１について、冒頭で説明しましたが、今回は一部のみの議論に

なっておりまして、議論できていない部分も多いですので、資

料１の中の積み残しの部分も、次回、御議論させていただけれ

ばと思います。タイミングとしては９月頃に改めて、皆様に案

内差し上げますので、参考人の方々にもご参加いただきながら、

進めていきたいと考えております。その進捗状況にもよります

が、１０月の中頃には、とりまとめて知事へ提言をできたらな

と思います。併せて、県民の方の意見をお聞きするということ

で、県のホームページで意見を募集するということになってお

ります。この点について、事務局からお願いします。

事 務 局 ： 資料２について説明

座 長 ： ありがとうございます。皆様、各団体を代表する形で出席して

いただいておりますので、そのメンバーの皆様からも、是非と

も事業者目線で、「こういうことを改革した方がよいのではない

か」というふうな率直な意見をいただければなと思いますので、

よろしくお願いします。以上で、本日の議題は終了いたしまし

た。
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